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成人式（１月２日 市民館）

伝えたい物語がここにある。

萩・明倫学舎
３月４日
オープンまで
あと 50日！
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地域
出席者数（該当者数）

男性 女性 計

萩 155
（201）

160
（257）

315
（458）

川上 5
（5）

3
（4）

8
（9）

田万川 14
（16）

12
（14）

26
（30）

むつみ 2
（3）

2
（3）

4
（6）

須佐 8
（13）

4
（8）

12
（21）

旭 2
（5）

5
（6）

7
（11）

福栄 6
（8）

5
（6）

11
（14）

計 192
（251）

191
（298）

383
（549）

◆平成29年 成人式の状況◆

左側は代表して記念品を受けた鎗
やりわけ

分朋
と も き

希さん
（明木）、藏

くらもと

本玲
れ い な

那さん（椿東）
右側は誓いのことばを述べた松井廉

れん

さん
（椿東）、山根蓮

れん

さん（堀内）

祝 

成
人
お
め
で
と
う

５４９人が
大人の仲間

入り

計
を
立
て
て
ほ
し
い
」と
激
励
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
長
か
ら
新
成
人
を
代
表
し
て

鎗や
り
わ
け分

朋と
も
き希

さ
ん
（
明
木
）
と
藏
く
ら
も
と本

玲れ
い
な那

さ
ん
（
椿
東
）
に
記
念
品
が
贈
ら
れ
、
続

い
て
、
松
井
廉れ
ん

さ
ん
（
椿
東
）
と
山
根
蓮れ
ん

さ
ん
（
堀
内
）
が
「
誓
い
の
こ
と
ば
」
を

述
べ
ま
し
た
（
写
真
上
）。

　

青
年
の
主
張
で
は
、
小
松
陸り
く

さ
ん
（
椿

東
）
と
堀
な
つ
み
さ
ん
（
椿
）
が
、
新
成

人
と
し
て
の
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
は
、
中
学
校
時
代
の
恩
師

の
先
生
方
も
一
緒
に
、
記
念
撮
影
を
行
い

ま
し
た
。
新
成
人
は
、
懐
か
し
い
友
人
と

近
況
を
話
し
な
が
ら
、
再
会
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

　

１
月
２
日
、
市
民
館
で
成
人
式
を
開
催

し
、
新
成
人
（
平
成
８
年
４
月
２
日
～
平

成
９
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
５
４
９
人
の

う
ち
、
３
８
３
人
が
出
席
し
ま
し
た
（
出

席
率
69
・
８
％
）。

　

式
典
で
は
、
野
村
市
長
が
「
地
方
都
市

で
は
人
口
減
少
が
急
速
に
進
ん
で
お
り
、

萩
市
で
も
若
い
人
が
仕
事
を
求
め
て
市
外

に
転
出
し
て
い
る
が
、
看
護
師
等
の
専
門

職
な
ど
は
働
き
手
が
少
な
い
状
況
で
す
。

一
方
で
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
募
集
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
萩
で
暮
ら
し
た
い
と
考

え
る
都
市
部
の
方
が
多
い
。
今
、
萩
は
若

い
力
を
必
要
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

観
点
も
踏
ま
え
て
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
設

▲萩高等学校合唱部OGのリードによる国歌斉唱
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今
年
の
萩
市
成
人
式
は
、
右
ペ
ー

ジ
に
あ
る
よ
う
に
出
席
率
約
７
割
の

３
８
３
人
が
参
加
す
る
中
で
、
例
年

ど
お
り
厳
か
に
粛
々
と
行
わ
れ
た
。

　

か
つ
て「
荒
れ
た
成
人
式
の
時
代
」

で
も
、
萩
市
は
今
と
変
わ
ら
ぬ
や
り

方
を
貫
い
て
き
た
。
飲
酒
し
て
入
場

し
騒
ぐ
者
が
い
て
も
、
多
く
の
善
良

な
新
成
人
は「
馬
鹿
な
こ
と
は
止よ

せ
」

と
の
気
持
ち
を
必
ず
持
っ
て
い
る
は

ず
だ
と
い
う
信
念
に
立
ち
、
対
応
し

て
き
た
。
仮
に
騒
ぐ
者
が
い
れ
ば
、

直
ち
に
退
場
措
置
を
と
る
と
の
主
催

者
の
明
確
な
意
思
表
示
を
す
る
。
加

え
て
主
催
者
の
式
辞
も
含
め
、
挨
拶

は
言
語
明
瞭
に
、
訴
え
た
い
こ
と
は

熱
意
を
も
っ
て
語
る
。
読
み
上
げ
方

式
は
極
力
少
な
く
す
る
。
新
成
人
は

聞
く
耳
は
持
っ
て
い
る
。
メ
リ
ハ
リ

が
あ
り
、
内
容
が
明
確
で
あ
れ
ば
新

成
人
は
理
解
し
て
く
れ
る
。

　

今
年
も
上
記
の
よ
う
に
新
成
人
代

表
の
男
女
２
人
が
「
青
年
の
主
張
」

で
自
分
の
現
況
や
今
後
の
人
生
設
計

を
熱
意
を
も
っ
て
語
り
、
会
場
の
参

加
者
に
感
銘
を
与
え
て
く
れ
た
。
素

晴
ら
し
い
成
人
式
だ
っ
た
。

（
椿 

社
会
人
、
萩
商
工
高
校
卒
）

堀　

な
つ
み

■
市
長
コ
ラ
ム
No.139

　

私
た
ち
が
生
ま
れ
育
っ
た
こ
の
ま
ち

は
、
歴
史
の
ま
ち
と
し
て
有
名
で
す
。
と

り
わ
け
幕
末
期
に
活
躍
し
た
萩
出
身
の
志

士
た
ち
は
、
激
動
の
時
代
を
乗
り
越
え
、

歴
史
を
築
き
、
そ
の
名
を
全
国
に
轟
と
ど
ろか
せ

ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
多
く
の
偉
人
の
生

き
方
や
そ
の
思
想
に
触
れ
る
機
会
に
恵
ま

れ
、
こ
の
ま
ち
で
育
っ
た
こ
と
を
大
変
誇

ら
し
く
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
大
人
の
仲
間
入
り
を
果
た
し

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
自
立
し
、
大
人
の

自
覚
と
責
任
を
も
っ
て
行
動
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
今
後
は
私
た
ち

が
萩
、
そ
し
て
日
本
の
未
来
を
担
っ
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
急
速
に
進
む
少
子

高
齢
化
、
都
市
部
へ
の
人
口
流
出
、
空
き

   

振
り
返
る
と
、
今
日
と
い
う
日
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
る
ま
で
に
、
両
親
、
恩
師
、

友
人
と
、
気
付
け
ば
周
り
の
多
く
の
人
の

支
え
、
優
し
さ
に
触
れ
成
長
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

   

私
は
現
在
、
地
元
の
病
院
に
勤
め
な
が

ら
看
護
学
校
に
通
い
、
看
護
師
に
な
る
た

め
の
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。
７
カ
月
間
と

い
う
長
い
実
習
を
終
え
、
卒
業
と
試
験
に

向
け
、
毎
日
勉
強
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。

睡
眠
時
間
も
あ
ま
り
と
れ
ず
、
大
変
な

日
々
で
は
あ
り
ま
す
が
、
仕
事
の
な
か
で

さ
ま
ざ
ま
な
患
者
様
と
関
わ
り
、
看
護
の

大
切
さ
、
自
分
た
ち
の
仕
事
に
対
す
る
責

さ
ん

（
椿
東 

大
学
生
、
萩
高
校
卒
）

小
松　

陸り
く

さ
ん

家
問
題
な
ど
、
抱
え
る
問
題
は
無
数
に
あ

り
ま
す
が
、
私
た
ち
の
世
代
が
、
他
人
ご

と
に
せ
ず
、
こ
れ
ら
の
問
題
と
向
き
合
っ

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

萩
の
先
人
た
ち
は
、
多
く
の
困
難
に
も

屈
せ
ず
、時
代
を
切
り
開
い
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
先
人
た
ち
の
偉
業
を
称
え

る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
先
人
た
ち
か
ら
得

た
教
訓
を
糧
に
私
た
ち
自
身
が
歴
史
を
紡

い
で
い
く
の
で
す
。

　

す
で
に
社
会
に
出
て
働
い
て
い
る
者
、

学
業
を
継
続
し
て
い
る
者
と
さ
ま
ざ
ま
で

す
が
、
社
会
の
一
員
と
し
て
、
夢
や
目
標

に
向
か
っ
て
邁ま
い
し
ん進
し
ま
す
。
私
も
今
日
の

決
意
を
胸
に
、
故
郷
や
日
本
社
会
に
貢
献

で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
く
所
存
で
す
。

任
を
感
じ
な
が
ら
、
日
々
学
ぶ
こ
と
が
で

き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
校
で
は
年
齢
層

の
違
う
同
級
生
、
下
級
生
と
共
に
勉
強
し

な
が
ら
い
ろ
い
ろ
な
話
を
聞
く
こ
と
が
で

き
、
楽
し
く
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て

い
ま
す
。

   

日
本
は
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
そ
の
中

で
も
萩
は
高
齢
者
率
が
高
い
地
域
で
す
。

そ
う
い
っ
た
社
会
背
景
の
中
で
、
自
分
の

生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
萩
に
、
少
し
で

も
貢
献
で
き
る
よ
う
日
々
努
力
し
て
い
き

た
い
で
す
。
そ
し
て
、
将
来
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
が
日
々
笑
顔
で
過
ご
せ
る

社
会
を
目
指
し
自
分
の
で
き
る
こ
と
か
ら

行
動
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

萩
の
先
人
の
よ
う
に
、
社
会

の
課
題
に
向
き
合
っ
て
い
く

看
護
師
に
な
り
、
ふ
る
さ
と

萩
に
貢
献
し
た
い

（抜粋）

青 年 の 主 張
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前
号
に
続
き
、
旧
明
倫
小
学
校
の
保
存

整
備
工
事
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

旧
校
舎
は
片
側
廊
下
の
形
式
で
、
北
側

に
廊
下
、
採
光
を
考
慮
し
て
南
側
に
教
室

等
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
４
棟
か
ら
な

る
建
物
は
並
行
し
て
建
ち
並
び
、
各
棟
は

中
央
と
東
西
の
渡
り
廊
下
で
繋
が
れ
て
い

ま
す
。
廊
下
は
本
館
が
約
90
ｍ
、
２
棟
目

か
ら
４
棟
目
ま
で
が
約
85
ｍ
も
あ
り
、
児

童
た
ち
の
雑
巾
掛
け
の
苦
労
が
う
か
が
え

ま
す
。

　

外
周
壁
と
廊
下
の
間
仕
切
壁
の
足
元
に

は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
布ぬ
の
ぎ
そ

基
礎
（
細
長
く
連

続
し
た
基
礎
）
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
工

事
で
は
外
観
を
変
え
る
こ
と
な
く
、
既
存

の
基
礎
の
内
側
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

の
基
礎
と
特
殊
繊
維
に
よ
り
補
強
し
て
剛

性
を
高
め
ま
し
た
。
な
お
、
柱
を
受
け
る

基
礎
の
下
に
は
、
当
時
の
松
杭
が
そ
の
ま

ま
残
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
床
組
は
１・２
階
と
も
根ね

だ太
（
床

板
を
支
え
る
た
め
床
の
下
に
渡
す
横
木
）

を
追
加
し
、
合
板
を
張
る
こ
と
で
水
平
方

向
の
床
の
強
度
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、

１
階
は
腐
食
木
材
を
取
り
替
え
ま
し
た
。

　

本
館
階
段
室
や
塵
じ
ん
か
い
と
う
に
ゅ
う
と
う

芥
投
入
塔
（
ダ
ス
ト

シ
ュ
ー
ト
）
の
突
出
部
は
控
え
柱
と
し
て
、

ま
た
、
建
物
の
角
に
あ
る
隅
す
み
ば
し
ら
柱
は
３
本
合

わ
せ
で
強
固
に
緊き
ん
け
つ結
（
部
材
を
留
め
具
な

ど
で
結
合
）
す
る
な
ど
、
建
築
当
時
に
お

い
て
も
地
震
や
強
風
対
策
が
考
え
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　

今
回
の
工
事
で
は
、
土
台
の
浮
上
が
り

を
防
止
す
る
た
め
に
、
要
所
に
ア
ン
カ
ー

ボ
ル
ト
で
基
礎
に
緊
結
し
ま
し
た
。
ま
た
、

壁
の
大
半
以
上
の
軸じ
く
ぐ
み組
に
は
筋す
じ
か違
い
が
用

い
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
確
実
な
耐
震
性

を
確
保
す
る
た
め
に
、
接
続
部
は
金
物
で

緊
結
し
、
耐
力
不
足
の
壁
に
は
筋
違
い
や

合
板
等
に
よ
る
補
強
を
行
い
ま
し
た
（
※

１
）。
柱
、
土
台
、
梁
等
は
で
き
る
だ
け
既

存
の
材
料
を
使
用
し
、
腐
食
し
た
部
材
は

新
た
に
取
り
替
え
ま
し
た
。

　

大
屋
根
の
約
10
ｍ
も
の
木
造
の
キ
ン
グ

ポ
ス
ト
ト
ラ
ス
組
（
※
２
）
は
、
保
存
状

萩・明倫学舎９オープン！３月４日 もっと知りたい

※１ 壁筋違いでの耐震補強の状況

基
礎
お
よ
び
床
組
へ
の
補
強

軸
部
へ
の
補
強

小
屋
組
へ
の
補
強

態
も
良
く
、
取
り
替
え
ず
に
そ
の
ま
ま
使

用
し
て
い
ま
す
が
、
小
屋
組
を
支
え
て
い

る
軒の
き
げ
た桁
は
、
屋
根
な
ど
長
年
の
重
み
に
よ

り
狂
い
が
生
じ
て
い
る
た
め
、
ボ
ル
ト
や

添
木
に
よ
り
高
さ
を
調
整
し
て
軒
先
を
揃

え
て
い
き
ま
し
た
。

※
２
「
ト
ラ
ス
」
は
三
角
形
で
構
成
す
る

構
造
形
式
の
こ
と
を
い
い
、
三
角
形
の
中

央
に
支
柱
を
立
て
る
形
式
を
キ
ン
グ
ポ
ス

ト
ト
ラ
ス
組
と
い
い
ま
す
。

小屋組の状況

■
幕
藩
体
制
が
崩
壊
し
た
慶
応
３
年

　

今
年
か
ら
１
５
０
年
前
の
慶
応
３

年
（
１
８
６
７
）
４
月
14
日
、
奇
兵
隊

等
諸
隊
の
結
成
な
ど
に
尽
力
し
た
高
杉

晋
作
が
病
没
し
ま
す
。
10
月
13
日
、
毛

利
と
島
津
に
倒
幕
の
密
勅
が
下
さ
れ
る

も
、
14
日
、
徳
川
慶
喜
は
政
権
を
朝
廷

を
辞
任
す
る
な
ど
、
翌
年
の
明
治
維
新

に
向
け
、
時
代
は
大
き
く
動
い
た
年
と

な
り
ま
し
た
。

■
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
作
成

　

明
治
維
新
１
５
０
年
記
念
事
業
ロ
ゴ

マ
ー
ク
に
、「
Ｈ
Ａ
Ｇ
Ｉ
（
萩
）」
を
追

加
し
、
来
年
に
向
け
て
、
さ
ら
に
「
明

治
維
新
胎
動
の
地 

萩
」
を
全
国
へ
Ｐ

Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
１
５
０
年
前
の
慶
応
３
年
の

キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
、
高
杉
晋
作
の
没

後
と
、
大
政
奉
還
と
い
う
出
来
事
を
記

し
た
平
成
29
年
の
新
し
い
明
治
維
新

１
５
０
年
ロ
ゴ
マ
ー
ク
も
作
成
し
、
今

年
実
施
さ
れ
る
事
業
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
に
使

用
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
課
（
２
５
・
３
３
４
２
）

来
年（
平
成
30
年
）は
明
治
維
新
１
５
０
年
！

平
成
29
年
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
作
成
し
ま
し
た

平成29年 明治維新150年記念事業ロゴマーク

に
返
上
（
大

政
奉
還
）、
15

日
に
許
さ
れ
、

徳
川
幕
府
の

２
７
０
年
の
歴

史
が
幕
を
閉
じ

ま
す
。
12
月
９

日
に
は
、
王
政

復
古
の
大
号
令

が
発
せ
ら
れ
、

慶
喜
が
将
軍
職

萩・明倫学舎の保存整備工事②
旧明倫小学校の保存整備工事の特徴

萩・明倫学舎推進課
（２５・３１１７）問い合わせ
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維
新
の
志
士
た
ち
が
駆
け
抜
け
た
歴
史

の
道
「
萩
往
還
」
で
、
国
の
重
要
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区
の
佐
々
並
市
や
各
所

史
跡
を
巡
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
を
開
催

し
ま
す
。

　

昨
年
は
約
１
２
０
０
人
が
参
加
し
た
、

見
ど
こ
ろ
い
っ
ぱ
い
の
萩
往
還
ワ
ン
デ
ー

ウ
オ
ー
ク
に
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
■
と
き　

３
月
25
日
（
土
）

▼
佐
々
並
コ
ー
ス
（
20
・
３
㎞
）

◦
受
付
場
所　

佐
々
並
公
民
館
（
支
所
）

◦
受
付
開
始　

午
前
７
時
30
分
～

◦
ス
タ
ー
ト　

午
前
９
時　

◦
コ
ー
ス　

佐
々
並
公
民
館
～
落
合
の

石
橋
～
一い
っ
し
ょ
う升

谷だ
に

の
石
畳
～
乳う

ば母
の
茶
屋

～
悴か
せ
が
さ
か坂

駕か

ご籠
建た
て
ば場

跡あ
と

～
涙
松
跡
～
唐か
ら
ひ樋

札ふ
だ
ば場

跡あ
と

～
菊
屋
横
町
～
中
央
公
園

▼
明
木
コ
ー
ス
（
11
・
３
㎞
）

◦
受
付
場
所　

旭
イ
ベ
ン
ト
広
場（
明
木
）

◦
受
付
開
始　

午
前
８
時
30
分
～

◦
ス
タ
ー
ト　

午
前
10
時

◦
コ
ー
ス　

旭
イ
ベ
ン
ト
広
場
～
乳
母
の

茶
屋
～
悴
坂
駕
籠
建
場
跡
～
涙
松
跡
～
唐

樋
札
場
跡
～
菊
屋
横
町
～
中
央
公
園 

■
対
象
者　

小
学
生
以
上
（
小
学
生
は
保

護
者
同
伴
）

■
持
参
品　

水
筒
、
雨
具
、
帽
子
、
タ
オ

ル
、
健
康
保
険
証
、
ご
み
袋
、
マ
イ
カ
ッ

プ
、
そ
の
他
必
要
な
も
の

※
弁
当
（
４
０
０
円
）
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
参
加
申
し
込
み
の
際
に
料
金
を
添
え

て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
参
加
料　

１
０
０
０
円（
高
校
生
以
下
・

75
歳
以
上
は
無
料
）

■
申
込
期
限　

３
月
８
日

■
申
込
方
法　

市
民
体
育
館
、
市
役
所
総

合
案
内
、各
総
合
事
務
所
地
域
振
興
部
門
、

各
公
民
館
備
え
付
け
の
参
加
申
込
書
（
郵

便
振
替
用
紙
付
き
）
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
参
加
料
を
添
え
て
、
市
民
体
育
館
ま

た
は
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、
郵
便
局
（
手
数
料

は
自
己
負
担
）
で
申
し
込
み

■
輸
送
バ
ス　

▽
ゴ
ー
ル
（
中
央
公
園
周
辺
等
）
に
駐
車

の
場
合
：
中
央
公
園
か
ら
各
ス
タ
ー
ト
場

所
ま
で
お
送
り
し
ま
す（
運
行
時
間
：
佐
々

並
コ
ー
ス 

午
前
７
時
～
８
時
、明
木
コ
ー

ス 

午
前
８
時
～
９
時
）

▽
ス
タ
ー
ト
場
所
に
駐
車
の
場
合
：
ゴ
ー

ル
後
、
随
時
、
各
ス
タ
ー
ト
場
所
ま
で
お

送
り
し
ま
す

■
駐
車
場　

旭
山
村
広
場
（
佐
々
並
）、

旭
イ
ベ
ン
ト
広
場
（
明
木
）、
明
倫
小
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
市
役
所
前
庭
・
第
２
・

第
３
駐
車
場
、
萩
総
合
庁
舎

■
主
催　

萩
往
還
ワ
ン
デ
ー
ウ
オ
ー
ク
実

行
委
員
会

ゴール（中央公園）
明木コース
佐々並コース

13:30頃
14:30頃

スタート
（旭イベント広場）
明木コース10:00

スタート（佐々並公民館・支所）
 佐々並コース 9:00

萩往還ワンデーウオーク
２０１７

落合の石橋

▽
放
送
日　

１
月
18
日
（
水
）
午
後
10

時
～
10
時
59
分

▽
放
送
局　

Ｎ
Ｈ
Ｋ 

Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム

　

昨
年
秋
、
萩
市
内
の
狐
島
や
須
佐
図

Ｎ
Ｈ
Ｋ
山
口
発
地
域
ド
ラ
マ

須
佐
が
舞
台
と
な
る

「
朗ろ

う
ど
く
や

読
屋
」

書
館
、
須
佐
漁
港
、
須
佐
湾
な
ど
で
も

ロ
ケ
が
行
わ
れ
た
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
山
口
放
送

局
の
開
局
75
周
年
を
記
念
し
た
、
山
口

発
地
域
ド
ラ
マ
「
朗
読
屋
」
が
、
い
よ

い
よ
放
送
さ
れ
ま
す
。
山
口
市
出
身
の

詩
人
、
中
原
中
也
の
詩
を
軸
に
、
萩
市

須
佐
を
は
じ
め
県
内
の
美
し
い
風
景
と

詩
の
朗
読
が
響
き
合
う
、
フ
ァ
ン
タ

ジ
ッ
ク
で
心
温
ま
る
物
語
で
す
。

▽
出
演　

吉
岡
秀ひ
で
た
か隆

、
吉
岡
里り

ほ帆
、

緒お
が
わ川

た
ま
き
、
山
下
真
司
、
市
原
悦
子

ほ
か

▽
作　
　

荻
お
ぎ
が
み上
直な
お
こ子

▽
音
楽　

光み
つ
だ田
康や
す
の
り典

■
申
し
込
み

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
２
５
・
７
３
１
１
）

（土）

３25



市報HAGI●2017（平成29）年１月15日号 6

道路交通法が
一部改正されます

　

全
国
的
に
、
高
齢
者
に
よ
る
交
通
事
故

が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

65
歳
以
上
の
運
転
免
許
の
保
有
者
数
の

割
合
が
、
全
体
の
30
・
８
％
と
高
い
萩
市

で
も
高
齢
者
の
交
通
事
故
は
多
く
、
高
齢

ド
ラ
イ
バ
ー
が
第
１
当
事
者
（
過
失
が
重

い
側
）
と
な
っ
た
割
合
は
、
平
成
27
年
中

は
、
41
・
５
％
（
39
件
／
94
件
）、
平
成

28
年
11
月
末
現
在
で
30
・
５
％
（
32
件
／

１
０
５
件
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
道
路
交
通
法
の
改
正
で
は
、
高

齢
運
転
者
に
よ
る
重
大
事
故
を
防
ぐ
こ
と

を
目
的
に
、
75
歳
以
上
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が

免
許
更
新
す
る
と
き
の
高
齢
者
講
習
内
容

の
見
直
し
や
、
認
知
機
能
が
低
下
し
た
と

き
に
起
こ
し
や
す
い
交
通
違
反
を
し
た
場

る
方
は
、
引
き
続
き
車
両
総
重
量
５
ｔ
未

満
の
自
動
車
を
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

詳
し
く
は
、
山
口
県
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w

.police.pref.yam
a

guchi.lg.jp/contents/page_d004_

平成29年3月12日

②75歳以上の方が一定の交通違反をしたとき

免許取り消し

臨時認知機能検査（通知から１カ月以内）

認知症のおそ
れがある

機能低下の
おそれがある

臨時適性検査
または医師の
診断書提出

認知症
と診断

認知症
でない

新規

▷時間　２時間
▷内容　実車講
習（１時間）、個
人指導（１時間）

臨時高齢者講習

新規

※一定の交通違反…信号無視、
通行区分違反、一時不停止等。

高齢運転者の交通安全対策を強化

合
の
認
知
機
能
検
査
の
義
務
づ
け
な
ど
が

盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
中
型
免
許
は
普
通
免

許
を
取
得
し
て
か
ら
２
年
経
過
し
な
け
れ

ば
取
得
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
新
た
に

「
準
中
型
免
許
」
が
新
設
さ
れ
、
18
歳
か

ら
取
得
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

■
準
中
型
免
許
の
新
設

　

準
中
型
免
許
で
は
、
車
両
総
重
量
7.5
ｔ

未
満
（
最
大
積
載
量
4.5
ｔ
未
満
）
の
自
動

車
を
運
転
で
き
、
18
歳
か
ら
普
通
免
許
な

し
で
取
得
で
き
ま
す
（
普
通
自
動
車
も
運

転
で
き
ま
す
）。
普
通
免
許
で
運
転
で
き

る
自
動
車
は
車
両
総
重
量
3.5
ｔ
未
満
（
最

大
積
載
量
２
ｔ
未
満
）
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
既
に
普
通
免
許
を
取
得
し
て
い

　

平
成
29
年
度
萩
市
奨
学
金
（
給
付
）

の
募
集
が
１
月
16
日
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
新
規
申
請
者
の
方
を
対
象
に
、
入

学
前
に
奨
学
金
を
給
付
す
る
た
め
、
今

回
か
ら
募
集
時
期
が
早
ま
り
ま
し
た
の

で
期
間
内
の
申
請
を
お
忘
れ
な
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

な
お
、
継
続
申
請
の
募
集
は
従
来
ど

お
り
４
月
か
ら
行
い
ま
す
。

■
募
集
時
期　

１
月
16
日
～
２
月
15
日

■
新
規
申
請
対
象
者

◦
４
月
に
高
等
学
校
・
大
学
等
に
進
学

予
定
の
方

◦
高
等
学
校
・
大
学
等
に
在
学
中
で
新

規
に
申
請
さ
れ
る
方

◦
高
等
学
校
進
学
奨
学
金
対
象
者
に
つ

い
て
は
、
市
内
に
住
所
を
有
し
、
市
内

高
等
学
校
（
萩
高
等
学
校
奈
古
分
校
、

大
津
緑
洋
高
等
学
校
海
洋
技
術
科
・
海

洋
科
学
科
を
含
む
）
へ
通
学
す
る
こ
と

■
奨
学
金
種
類
・
新
規
募
集
予
定
人
員

▽
高
校
に
入
学
・
在
学
の
方

①
高
等
学
校
進
学
奨
学
金　

14
人

▽
大
学
等
に
入
学
・
在
学
の
方

②
大
谷
重し
げ
と
も友
大
学
進
学
奨
学
金  

３
人

③
三
輪
休き
ゅ
う
わ和
・
壽じ
ゅ
せ
つ雪
芸
術
文
化
奨
学
金

　

２
人

④
至
誠
館
大
学
進
学
奨
学
金　

10
人

⑤
守
永
洋よ
う
こ子

・
石
川
幸さ
ち
こ子

大
学
等
奨
学

金◦
一
般
大
学
生　

８
人

◦
山
口
県
立
萩
看
護
学
生　

１
人

◦
介
護
福
祉
士
学
生　

２
人

◦
山
口
県
立
農
業
大
学
校
生　

４
人

※
詳
し
く
は
、
市
報
平
成
28
年
12
月
１

日
号
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

■
申
請
書
類　

企
画
政
策
課
、
各
総
合

事
務
所
、
市
内
中
学
校
・
高
等
学
校
・

大
学
等
で
配
布

■
申
込
先　

企
画
政
策
課
、
各
総
合
事

務
所

※
提
出
書
類
、
支
給
時
期
等
が
昨
年
ま

で
と
変
更
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
企
画

政
策
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
課
（
２
５
・
３
１
０
２
）

萩
市
奨
学
金（
給
付
）募
集
開
始

１/16
▼
２/15

000030.htm
l

）
な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

山
口
県
総
合
交
通
セ
ン
タ
ー
（
０
８
３
・

９
７
３
・
２
９
０
０
）、
萩
警
察
署
交
通
課

（
２
６
・
０
１
１
０
）、
萩
市
市
民
活
動
推

進
課
（
２
５
・
３
６
０
１
）

①75歳以上の方が免許更新するとき

免許取り消し

臨時適性検査
または医師の
診断書提出

▷時間　３時間
▷内容　運転適
性検査、実車講
習、講義、個人
指導

高齢者講習
▷時間　２時間
▷内容　運転適
性検査、実車講
習、講義

高齢者講習

※70 歳以上75
歳未満の方はこ
ちらを受講。

機能低下の
おそれがない

認知症のおそ
れがある

機能低下の
おそれがある

認知症
と診断

認知症
でない

合理化 高度化

▼75歳以上のドライバーに関する改正点

認知機能検査
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萩
市
民
館
が
四
半
世
紀
ぶ
り
に
大
規
模
改
修

　

昭
和
43
年
、
明
治
維
新
１
０
０
年
記
念
事

業
と
し
て
建
設
さ
れ
て
以
来
、
半
世
紀
に
わ

た
り
市
民
の
文
化
の
拠
点
と
し
て
親
し
ま
れ

て
い
る
萩
市
民
館
。
建
築
は
菊
竹
清き
よ
の
り訓

氏
、

照
明
は
石
井
幹も
と
こ子

氏
、
緞
ど
ん
ち
ょ
う

帳
は
田
中
一い
っ
こ
う光

氏

と
、
世
界
的
に
も
著
名
な
３
人
が
新
進
時
代

に
担
当
し
ま
し
た
。
菊
竹
氏
は
市
民
館
の
外

観
を
、「
黒
船
」に
対
し
て
萩
を
守
る「
白
い
船
」

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
平
成
４
年
以
来
と
な
る
外
壁
塗
装

や
屋
上
防
水
な
ど
の
全
面
改
修
の
た
め
、
そ

の
全
面
は
足
場
で
囲
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
今

春
に
は
、
再
び
美
し
い
「
白
い
船
体
」
が
姿

を
現
し
ま
す
。

改修工事が進む萩市民館（１月上旬）改修工事が進む萩市民館（１月上旬）

受賞おめでとうございます

全国大会出場おめでとう！
ジャパンマイコンカーラリー 2017 全国大会

東京都（１月７日 〜８日）

（萩商工高校３年）

アドバンスドクラスに出場
萩商工高校の出場は、７年連
続、通算８回目

宮
み や ぎ

木　裕
ゆ う や

弥

刀禰　忠
ただよし

義（78 歳 浜崎新町）

長年、大島遺族会長として戦没者遺
族の援護に尽力。萩市連合遺族会長
や山口県遺族連盟評議員を努めるな
ど、遺族会活動や運営にも寄与

戦没者遺族援護功労

ゆうちょアイデア貯金箱コンクール

（越ヶ浜小学校５年）
作品名「大漁だー大漁だー」

中村　帆
ほ の か

夏

文部科学大臣賞

（大島遺族会長）

厚生大臣表彰

萩市職員募集
◎
見
島
診
療
所

■
募
集
職
種　

医
療
事
務
・
看
護
師
・
准

看
護
師
の
い
ず
れ
か

■
募
集
人
員　

１
人

■
勤
務
場
所　

見
島
診
療
所

■
受
験
資
格　

次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満

た
す
方

①
昭
和
46
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

方
（
45
歳
以
下
）

②
▽
医
療
事
務
の
場
合
＝
高
校
以
上
を
卒

業
し
た
方
で
医
療
事
務
の
実
務
経
験
が
２

年
以
上
あ
る
方
、
▽
看
護
師
・
准
看
護
師

の
場
合
＝
看
護
師
ま
た
は
准
看
護
師
資
格

を
有
す
る
方

③
見
島
に
居
住
で
き
る
方

◎
休
日
急
患
診
療
セ
ン
タ
ー

■
募
集
職
種　

看
護
師

■
募
集
人
員　

１
人

■
勤
務
場
所　

萩
市
休
日
急
患
診
療
セ
ン

タ
ー

■
受
験
資
格　

次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満

た
す
方

①
昭
和
46
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

方
（
45
歳
以
下
）

②
看
護
師
資
格
を
有
す
る
方

③
看
護
師
と
し
て
の
実
務
経
験
が
５
年
以

上
あ
る
方

④
萩
市
に
居
住
で
き
る
方

【
共
通
事
項
】

■
募
集
期
間　

募
集
人
員
に
達
す
る
ま
で

■
試
験
日　

応
募
者
と
調
整

■
試
験
場
所　

萩
市
役
所

■
試
験
内
容　

作
文
試
験
、
個
人
面
接

■
採
用
予
定
日　

応
相
談

■
申
込
方
法　

①
受
験
申
込
書
（
写
真
を

貼
付
）、
②
最
終
学
校
卒
業
証
明
書
、
③

最
終
学
校
成
績
証
明
書
、
④
看
護
師
ま
た

は
准
看
護
師
免
許
証
の
写
し
（
取
得
者
の

み
）
を
郵
送
ま
た
は
持
参

※
募
集
要
項
、
受
験
申
込
書
は
、
総
務
課

人
事
係
に
請
求
（
萩
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）。

※
郵
送
で
提
出
の
場
合
は
、封
書
に
「
職

員
採
用
試
験
提
出
書
類
在
中
」と
朱
書
し

郵
便
書
留
で
送
付
。

※
持
参
の
場
合
は
、
募
集
期
間
中
の
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
（
土
・
日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
）。

■
申
し
込
み

〒
７
５
８
︲
８
５
５
５　

萩
市
総
務
課

（
２
５
・
１
２
３
９
）

　

萩
の
風
景
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る

鶴
江
～
浜
崎
間
の
渡
し
船
の
船
頭
を
募

集
し
ま
す
。

■
勤
務
時
間　

午
前
７
時
～
11
時
、
正

午
～
午
後
１
時
、
午
後
３
時
～
６
時

■
応
募
条
件　

和
船
を
操
船
で
き
、
鶴

江
に
隔
週
通
え
る
方

■
賃
金　

日
額
５
８
０
０
円

■
申
し
込
み

１
月
31
日
ま
で
に
、土
木
課
（
２
５
・
３

５
４
４
）
へ

鶴
江
の
渡
し
船 

船
頭
募
集
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萩市臨時職員・一般職非常勤職員採用候補者名簿登録者 募 集

職　種 資格等※１ 勤務場所 勤務時間等 身分 予定賃金・報酬※2
日　給 時　給

一般事務補助員
なし
※パソコンを使用できる方
はその程度、自動車運転免
許を有する方はその内容を
履歴書に記載。

本庁、各施設 8:30～17:15のうち、7時間45分以
内勤務（短時間の勤務有）
※勤務場所により勤務時間は異な
る。

臨時的任
用職員

5,900円 770円

学校事務補助員 市内各小・中学
校

臨時的任
用職員

資料館受付事務
職員

なし（入館者へ展示物の説
明業務含む）

阿武川歴史民俗
資料館

8:45～16:45、4/1～11/30（火曜日
と祝日の翌日は勤務なし。３日に１回
の勤務）

臨時的任
用職員

乗車券販売員 なし（施設管理業務含む） ＪＲ江崎駅 1カ月当たり45～55時間勤務
4/1～9/30

臨時的任
用職員

図書館司書
司書資格（図書館勤務経験
のある方でも可）、普通自動
車運転免許を有する方

須佐図書館
9:15～18:00（週4～5日勤務）
※月曜日と祝日は休館日のため勤
務なし。

一般職非
常勤職員

施設清掃作業員 なし 各総合事務所、
公民館等

7:30～19:00のうち、1日2～4時間程
度。週１～5日勤務（勤務時間・勤務日
数は、施設によって異なる）

臨時的任
用職員

保育園送迎バス
補助員 なし 須佐保育園 7:30～8:30、16:30～17:30 臨時的任

用職員

学校給食調理員 なし 市内各小・中学
校

8:00～17:15のうち、7時間45分以
内勤務（短時間勤務有、代替勤務の
登録可）

一般職非
常勤職員

6,000円 780円

特別支援教育支
援員

各種教諭免許または保育士
証を有する方
※資格のない方も応募可。

市内各小・中学
校

8:00～17:15のうち、6時間以内（週
24時間以内、年間840時間以内）

一般職非
常勤職員

養護教諭 養護教諭免許を有する方 木間小・中学校 8:00～17:15のうち、７時間45分以
内勤務

臨時的任
用職員

清掃作業員
（施設作業） なし 萩リサイクルセ

ンター

8:30～17:15のうち、7時間45分以
内勤務（土・日曜日、12/31～1/3は
勤務なし）

臨時的任
用職員

保育園調理員 なし 市内各公立保育
園

平日 8:30～16:15（勤務地により
異なる）、土曜日 8:30～12:00
※短時間勤務有、週休代替勤務限定
の登録可。

一般職非
常勤職員 6,300円 820円

児童クラブ
補助員 なし 市内各児童クラ

ブ

平日:放課後～18:30、土曜日・長期
休業中:8:00～18:30のうち7時間
45分以内勤務
※長期休業中以外は週19時間以内
または週29時間以内勤務）

一般職非
常勤職員 ー 830円

学校給食運搬員 普通自動車運転免許を有す
る方

越ケ浜、川上、
むつみ 10：00～14：00（１日3～4時間勤務） 臨時的任

用職員 ー 843円

保育士 保育士証を有する方 市内各公立保育
園

8:30～17:15予定（時差出勤、隔週土
曜日勤務有、7:00～10:00、16:00～
19:00の短時間勤務有、週休代替勤務
限定の登録可）

一般職非
常勤職員

7,100円 920円

保育園看護師 看護師免許または准看護士
免許を有する方

市内各公立保育
園

8:30～17:15予定（時差出勤、隔週
土曜日勤務有）

一般職非
常勤職員

診療所専門員
（レセプト点検
含む）

医療事務の資格を有する
方、または医療事務の実務
経験を有する方（資格・経験
のない方も応募可。ただし、
日給5,900円、時給770円）

むつみ診療所 8:30～17:15のうち、7時間45分以
内勤務

一般職非
常勤職員

保健師 保健師免許を有する方 健康増進課 8:30～17:00のうち、7時間以内勤務 臨時的任
用職員

看護師 看護師免許または准看護師
免許を有する方 健康増進課 8:30～17:00のうち、7時間以内勤務

（年間433時間以内）
臨時的任
用職員

平成 29 年度の臨時職員・一般職非常勤職員採用候補者名簿の登録者を募集します。市の施設等で勤務するには、
まずこの名簿への登録が必要です。この名簿登録者の中から選考の上、採用者を決定します。
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萩市臨時職員・一般職非常勤職員採用候補者名簿登録者
職　種 資格等※１ 勤務場所 勤務時間等 身分 予定賃金・報酬※2

日　給 時　給

児童クラブ支援
員

各種教諭免許、保育士証、社
会福祉主事資格のいずれか
を有する方、もしくは児童ク
ラブなどの児童福祉事業に
ついて相当の経験のある方

市内各児童クラ
ブ

平日:放課後～18:30、土曜日・長期
休業中:8:00～18:30のうち7時間
45分以内（長期休業中以外は週19
時間以内または週29時間以内勤
務）

一般職非
常勤職員

7,100円 920円

ことばの教室
教育支援員

各種教諭免許または保育士
証を有する方 明倫小学校 8:30～17:15のうち、6時間以内勤

務（年間405時間以内）
一般職非
常勤職員

清掃作業員
（ごみ収集）

自動車運転免許（中型以上）
を有する方 環境衛生課

8:30～17:15のうち、7時間45分以
内勤務（土・日曜日、12月31日～1月
3日は休み）

臨時的任
用職員 7,500円 970円

バス運転手
（ぐるっとバス、マイク
ロバス、スクールバス）

大型免許を有する方
※運転記録証明書（過去５
年分）要提出。証明書申込用
紙（専用の郵便振替用紙）
は、警察署、交番、駐在所、自
動車安全運転センターに有
り。提出が遅れる場合は、必
ずお知らせください。

本庁、
各総合事務所

6:30～18:30の間の必要な時間
（勤務時間、勤務日数は、施設によっ
て異なる）

臨時的任
用職員

7,700円 1,000円普通自動車運転免許を有す
る方

保育園給食配送
員

普通自動車運転免許を有す
る方 田万川保育園 月～土曜日、10：40～15：30のう

ち、３時間程度の指定した時間
一般職非
常勤職員

学校給食配送員 普通自動車運転免許（中型
以上）を有する方

多磨小学校、
田万川中学校 12:30～14:30（月４～５回程度） 臨時的任

用職員

清掃作業員
（海岸漂着ごみ）

自動車運転免許（中型以上）
を有する方 環境衛生課 8:30～17:15（土・日曜日、年末年始

は休み）
臨時的任
用職員

離島診療所専門
員（レセプト点
検含む）

医療事務の資格を有する
方、または医療事務の実務
経験を有する方（資格・経験
のない方も応募可。ただし、
日給8,100円、時給1,050
円）

見島診療所 8：30～17：15、土・日・祝日・年末年
始は休み

一般職非
常勤職員 9,100円 1,180円

休日急患診療セン
ター歯科衛生士 歯科衛生士免許を有する方 休日急患診療セ

ンター
日曜日・祝日・年末年始の 8:30 ～
16:00（月１～３回程度）

一般職非
常勤職員 ー 1,320円

■名簿登録期間　４月１日〜平成 30 年３月 31 日
※名簿への登録により、雇用が約束されるものではあり
ません。名簿登録者に対し面接を行い、選考後採用を決
定します。
※名簿登録順に採用するものではありません。
■雇用期間　４月１日〜平成 30 年３月 31 日までの必
要な期間
※一般職非常勤職員は、次年度も雇用を更新する場合が
あります（ただし、当該年度の市の予算成立後決定するた
め、あらかじめ約束できるものではありません）。
※一般職非常勤職員の職種であっても、雇用が臨時的で
あるものについては、臨時的任用職員として雇用します。
■応募資格　市税等の滞納の無い方（滞納がある場合は
３カ月以内の完納が見込める方）
■選考方法　書類選考・面接
■注意事項
◦業務に必要な資格等（※１）平成 29 年３月までに取
得見込みの方も含む。

◦賃金・報酬（※２）予定単価のため変更の可能性があります。
※日給は、１日に７時間 45 分勤務の場合
※通勤距離に応じて、規定により通勤手当相当分を加算
※毎月の賃金・報酬とは別に、規定により１〜３万円（保
育士は６〜８万円）を年に２回支給します（勤務実績に
より該当しない場合があります）
◦兼業は、基本的に認められませんが、事情等を考慮し、
別に市で判断します。
■応募方法　４月からの採用を希望する場合は、1 月
31 日までに、市販の履歴書（写真貼付）に希望する職種
を必ず記入し、資格・免許の写し、同意書（総務課備え
付け、萩市ホームページからダウンロード可）を添えて、
総務課人事係へ郵送（必着）または持参

〒758-8555  萩市総務課人事係（２５・３４４７）

申し込み・問い合わせ
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血
圧
や
心
臓
の
治
療
を
受
け
て
い
る
方

は
、
ご
家
庭
な
ど
で
測
定
し
た
血
圧
を
、

か
か
り
つ
け
の
先
生
か
ら
尋
ね
ら
れ
る
こ

と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
家
庭
血
圧
に
は

診
察
室
血
圧
と
同
等
か
、
そ
れ
以
上
の
価

値
が
あ
る
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
家
庭
血
圧
の
利
点

　

ご
家
庭
で
血
圧
を
測
定
す
る
利
点
は
い

く
つ
か
あ
り
ま
す
。
１
つ
目
の
利
点
は
決

ま
っ
た
時
間
に
毎
日
測
定
で
き
る
こ
と
で

す
。
血
圧
は
1
日
の
中
で
変
動
し
ま
す
し

（
朝
方
の
血
圧
は
高
く
、
夕
方
に
か
け
て

血
圧
が
下
が
っ
て
い
く
こ
と
が
多
く
、
血

圧
の
日
内
変
動
と
い
い
ま
す
）、日
に
よ
っ

て
も
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
毎
日
血
圧
を

測
定
し
、
測
定
す
る
時
間
も
決
ま
っ
て
い

る
と
、
こ
の
変
動
の
影
響
を
受
け
に
く
く

な
り
、
お
薬
の
治
療
効
果
な
ど
を
評
価
し

や
す
く
な
り
ま
す
。

　

２
つ
目
の
利
点
は
、
１
日
の
中
で
、
朝

と
晩
の
２
回
な
ど
、
複
数
回
血
圧
を
測
定

で
き
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
血
圧
に

は
日
内
変
動
が
あ
り
ま
す
の
で
、
朝
方
な

ど
に
お
薬
の
効
果
が
不
十
分
で
血
圧
が
高

く
な
り
す
ぎ
て
い
た
り
、
逆
に
夜
な
ど
に

お
薬
が
効
き
す
ぎ
て
血
圧
が
低
く
な
り
す

ぎ
て
い
た
り
、
と
い
っ
た
こ
と
が
な
い
か

チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

３
つ
目
の
利
点
は
、
診
察
室
血
圧
は
高

い
の
に
家
庭
血
圧
は
正
常
な
「
白
衣
高
血

圧
」
や
、
逆
に
診
察
室
血
圧
は
正
常
で
も

家
庭
血
圧
の
高
い
「
仮
面
高
血
圧
」
の
診

断
に
有
用
な
こ
と
で
す
。
白
衣
高
血
圧
で

あ
れ
ば
家
庭
血
圧
が
良
好
な
ら
経
過
観
察

と
な
り
ま
す
し
、
逆
に
仮
面
高
血
圧
で
あ

れ
ば
し
っ
か
り
と
し
た
血
圧
治
療
が
必
要

で
す
。

○
家
庭
血
圧
の
測
り
方

　

そ
れ
で
は
実
際
に
ど
の
よ
う
に
測
れ

ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
日
本
高
血
圧

学
会
の
「
高
血
圧
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

２
０
１
４
」
で
は
、
上
腕
カ
フ
型
の
血
圧

計
（
上
の
イ
ラ
ス
ト
参
照
）
を
勧
め
て
お

り
、
朝
と
晩
の
１
日
２
回
を
必
須
条
件
と

し
て
い
ま
す
。
朝
は
起
床
し
て
１
時
間
以

内
に
、
排
尿
を
済
ま
せ
て
か
ら
、
朝
の
食

事
と
服
薬
を
す
る
前
に
、
測
定
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
晩
は
床
に
就
く
前
に
測
定
し
ま

し
ょ
う
。
い
ず
れ
も
座
位
で
１
～
２
分
の

安
静
後
に
、
測
定
す
る
よ
う
に
勧
め
て

い
ま
す
。
収
縮
期
血
圧
が
１
３
５m

m
H

g

以
上
、
拡
張
期
血
圧
が
85 m

m
H

g

以
上

を
高
血
圧
と
し
て
い
ま
す
。

○
心
臓
病
の
方
は
体
重
測
定
も

セ
ッ
ト
で
！

　

高
血
圧
は
心
臓
病
の
最
大
の
誘
因
と
さ

れ
て
お
り
、
高
血
圧
に
加
え
て
心
臓
病
も

併
せ
て
持
っ
て
お
ら
れ
る
方
も
多
い
と
思

い
ま
す
。
心
臓
病
が
あ
る
と
血
圧
の
み
な

ら
ず
体
重
も
変
動
す
る
こ
と
が
あ
り
、
そ

れ
が
病
状
悪
化
の
サ
イ
ン
と
な
っ
て
い
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

か
か
り
つ
け
の
先
生
か
ら
高
血
圧
と
心

臓
病
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
方
は
、
上
述
の

家
庭
血
圧
に
加
え
て
、
毎
日
の
体
重
も
測

定
し
て
記
録
し
て
い
た
だ
く
と
、
体
調
管

理
の
う
え
で
非
常
に
有
用
で
す
。
ぜ
ひ
、

セ
ッ
ト
で
記
録
し
て
、
受
診
の
度
に
か
か

り
つ
け
の
先
生
に
見
て
も
ら
い
ま
し
ょ

う
。

137

萩
市
民
病
院　

☎
０
８
３
８
・
２
５
・
１
２
０
０

萩市民病院

医師：内田　耕資医師：内田　耕
こうすけ

資
専門：循環器内科

家
庭
血
圧
を
測
定
し
ま
し
ょ
う
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○
不
用
品
活
用
銀
行

■
お
ゆ
ず
り
し
ま
す

マ
ッ
サ
ー
ジ
器
２
台
、藁わ
ら

・
茅か
や

、紳

士
礼
服
、犬
小
屋
、冷
蔵
庫
、コ
タ

ツ
２
台
、土
鍋
、衣
類
乾
燥
機
、鳥

か
ご
、お
屠と

そ蘇
セ
ッ
ト
、テ
ニ
ス
ラ

ケ
ッ
ト
、重
箱
、大
人
用
お
む
つ
、

編
み
機
３
台
、エ
レ
キ
ギ
タ
ー
、電

動
サ
イ
ク
ル
マ
シ
ン
、リ
ヤ
カ
ー
、

電
動
カ
ー
、ベ
ビ
ー
カ
ー
、室
内
用

ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
、大
人
用
自
転
車

■
お
ゆ
ず
り
く
だ
さ
い

整
理
タ
ン
ス
民
芸
調
、
椿
西
小
学

校
男
児
制
服
・
体
操
服
一
式
、
Ｃ

Ｄ
プ
レ
イ
ヤ
ー

◆
登
録
は
３
カ
月
間
。
登
録
者
と

直
接
交
渉
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

希
望
者
は
、
エ
コ
プ
ラ
ザ
･
萩
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
交
渉
が
成
立

し
た
場
合
や
登
録
を
取
り
消
さ
れ

る
場
合
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
リ
サ
イ
ク
ル
講
座

○
余
り
毛
糸
を
使
っ
て
小
物
作
り

■
と
き　

２
月
12
日
（
日
）
午
前

10
時
～
午
後
３
時

■
内
容　

余
り
毛
糸
を
使
っ
た

ネ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
マ
ー
作
り

■
定
員　

30
人
程
度

■
参
加
料　

１
０
０
円
（
材
料
費

別
）

■
申
込
受
付
開
始
日　

１
月
15
日

午
前
９
時
～

◎
平
成
29
年
度
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教

室
受
講
生
の
募
集

■
と
き　

毎
月
第
１
・
３
金
曜
日

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時
（
都
合

に
よ
り
変
更
あ
り
）

■
内
容　

古
布
を
使
い
小
物
作
り

■
定
員　

30
人
（
初
心
者
で
通
年

参
加
可
能
な
方
）

■
参
加
料　

月
５
０
０
円
（
材
料

費
別
）

■
申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し

郵
送
（
２
月
１
日
～
28
日
）

申
し
込
み

〒
７
５
８
︲
０
０
１
１　

萩
市
椿

東
４
７
０
３
︲
49　

エ
コ
プ
ラ

ザ
・
萩

※
詳
し
く
は
エ
コ
プ
ラ
ザ
・
萩
ま

で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

◎
犬
猫
譲
渡
会

■
と
き　

１
月
22
日
（
日
）
午
前

10
時
～
午
後
１
時

※
毎
月
第
４
日
曜
日
開
催
。

■
主
催
・
問
い
合
わ
せ　

わ
ん
に
ゃ
ん
Ｈ
Ａ
Ｇ
Ｉ

（
０
７
０
・
３
７
７
１
・
６
２
５
４
）

◎
休
館
日　

毎
週
水
曜
日
、
毎
月

第
２
木
曜
日

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

　

国
内
に
住
所
の
あ
る
方
は
、
20

歳
に
な
っ
た
ら
ど
な
た
も
公
的
年

金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
公
的
年
金
の
う
ち
、
厚
生
年

金
や
共
済
組
合
等
に
加
入
し
て
い

な
い
方
は
、
国
民
年
金
に
加
入
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と

　

将
来
受
給
す
る
年
金
額
が
減
る

だ
け
で
な
く
、障
が
い
年
金
や
遺
族

年
金
が
受
給
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

○
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合

　

申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
・
免
除
と
な
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
学
生
の
方
に
も
猶

予
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

猶
予
・
免
除
さ
れ
た
期
間
に
つ

い
て
は
、
そ
の
期
間
に
応
じ
て
、

将
来
受
給
す
る
年
金
額
が
減
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
10
年
以
内
で

あ
れ
ば
、
保
険
料
を
追
納
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
追
納
す
る
こ
と

に
よ
り
保
険
料
を
納
付
し
た
場
合

と
同
じ
年
金
額
で
老
齢
基
礎
年
金

を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
学
生
納
付
特
例
制
度

　

所
得
が
無
い
学
生
の
方
が
、
将

来
、
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
る
こ
と
や
、
不
慮
の
事

故
等
に
よ
り
障
が
い
が
残
っ
て
し

ま
っ
た
場
合
に
、
障
が
い
基
礎
年

金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
る
こ
と
等
を
防
止
す
る
た
め
、

本
人
の
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

猶
予
・
免
除
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
市
ま
た
は
萩
年
金
事
務
所
へ

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○
年
金
手
帳
は
大
切
に
保
管
を

　

公
的
年
金
制
度
で
は
、
す
べ
て

の
制
度
に
共
通
し
て
使
用
さ
れ
る

基
礎
年
金
番
号
が
用
い
ら
れ
て
い

ま
す
。
国
民
年
金
や
厚
生
年
金
に

加
入
す
る
と
基
礎
年
金
番
号
が
記

載
さ
れ
た
年
金
手
帳
が
交
付
さ

れ
、
加
入
記
録
や
保
険
料
の
納
付

状
況
な
ど
が
こ
の
番
号
で
管
理
さ

れ
ま
す
。

　

年
金
手
帳
は
、年
金
に
関
す
る

手
続
き
の
際
に
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
全
国
の
年
金
事
務
所
で
年
金
予

約
相
談
が
始
ま
っ
て
い
ま
す

■
相
談
日　

平
日
の
午
前
８
時
30

分
～
午
後
４
時
30
分

■
相
談
内
容　

年
金
相
談
全
般

■
申
込
方
法　

予
約
相
談
希
望
日

の
１
カ
月
前
か
ら
前
日
に
、萩
年

金
事
務
所
お
客
様
相
談
室（
２
４
・

２
１
５
８
）ま
た
は
、ね
ん
き
ん
ダ

イ
ヤ
ル
（
０
５
７
０
・
０
５
・
１
１

６
５
）へ

問
い
合
わ
せ

市
民
課
保
険
年
金
係

（
２
５
・
３
２
３
９
）

萩
年
金
事
務
所（

２
４
・
２
２
３
１
）

エ
コ
プ
ラ
ザ
・
萩
情
報
（
２
４
・
５ゴ

ミ
ゼ
ロ
ゼ
ロ

３
０
０
）
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償
却
資
産
の
申
告
を
お
忘

れ
な
く

　

固
定
資
産
税
に
係
る
償
却
資
産

申
告
書
の
提
出
期
限
は
、２
月
１

日
で
す
。申
告
書
を
昨
年
末
に
送

付
し
て
い
ま
す
の
で
必
ず
期
限
内

に
課
税
課
固
定
資
産
税
係
、各
総

合
事
務
所
市
民
窓
口
部
門
、支
所
・

出
張
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
１
月
１
日
現
在
の
事
業

用
償
却
資
産
の
状
況
が
前
年
中
と

変
わ
ら
な
い
方
や
廃
業
等
さ
れ
た

場
合
で
も
、
そ
の
旨
を
申
告
書
に

記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
平
成
28
年
中
に
新
規
に

事
業
を
開
始
さ
れ
る
な
ど
、
新
た

に
申
告
が
必
要
な
方
で
申
告
書
が

届
い
て
い
な
い
場
合
は
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

課
税
課
固
定
資
産
税
係

（
２
５
・
３
４
８
５
）

ご
存
知
で
す
か
？

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児

童
扶
養
手
当

◎
児
童
扶
養
手
当

　

生
活
の
安
定
と
児
童
の
福
祉
の

増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
次
の

方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

◦
離
婚
等
に
よ
り
父
ま
た
は
母
が

い
な
い
家
庭

◦
父
ま
た
は
母
に
重
度
の
障
が
い

が
あ
る
家
庭
等
で
、
18
歳
ま
で
の

児
童
（
障
が
い
の
あ
る
児
童
に
つ

い
て
は
20
歳
未
満
）
を
監
護
し
て

い
る
父
ま
た
は
母

◦
父
ま
た
は
母
が
監
護
し
な
い
場

合
は
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方

※
公
的
年
金
等
受
給
中
の
方
も
対

象
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
所
得

額
に
よ
っ
て
は
支
給
さ
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

※
18
歳
ま
で
の
児
童
と
は
、
18
歳

に
達
し
た
日
以
降
の
最
初
の
３
月

31
日
ま
で
に
あ
る
児
童
で
す
。

申
し
込
み

市
民
総
合
窓
口
（
子
育
て
支
援
課

２
５
・
３
２
５
９
）、各
総
合
事
務

所
市
民
窓
口
部
門
、支
所
・
出
張
所

◎
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

身
体
ま
た
は
精
神
等
に
障
が
い

が
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
方
に
、
児
童
の
福
祉
の

増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
所
得
額
や
障
が
い
の

程
度
に
よ
り
支
給
さ
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

■
支
給
額

１
級
＝
月
額
５
万
１
５
０
０
円

２
級
＝
月
額
３
万
４
３
０
０
円

申
し
込
み

福
祉
支
援
課（
２
５
・
３
５
２
３
）、

各
総
合
事
務
所
市
民
窓
口
部
門
、

支
所
・
出
張
所

※
手
当
に
よ
り
、
申
請
に
必
要
な

書
類
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

水
道
管
の
凍
結
に
ご
注
意
を

　

気
温
が
氷
点
下
に
な
る
と
、
防

寒
の
不
十
分
な
水
道
管
は
水
が

凍
っ
た
り
、
破
損
し
た
り
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

凍
結
に
よ
り
給
水
装
置
が
破
損

し
た
場
合
に
か
か
る
費
用
は
、
所

有
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

■
防
寒
の
方
法

①
屋
外
で
む
き
出
し
の
水
道
管
に

は
、
保
温
材
や
毛
布
、
布
等
を
巻

き
、
さ
ら
に
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
を

巻
く
と
効
果
的
で
す
。

②
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
に
は
、毛
布

や
布
き
れ
等
を
入
れ
、周
り
を
段

ボ
ー
ル
等
で
保
温
し
て
く
だ
さ
い
。

■
凍
結
し
た
場
合　

自
然
に
溶
け

る
の
を
待
ち
ま
し
ょ
う
。
熱
湯
等

を
急
に
か
け
る
と
、
水
道
管
や

メ
ー
タ
ー
が
破
損
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

■
破
損
し
た
場
合　

メ
ー
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
の
中
の
バ
ル
ブ
を
右
に

ま
わ
し
て
水
を
止
め
る
か
、
破
損

部
分
に
布
等
を
巻
き
、
針
金
や
ヒ

モ
で
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。

　

応
急
処
置
を
済
ま
せ
た
ら
、
水

道
工
務
課
、
各
総
合
事
務
所
産
業

振
興
部
門
ま
た
は
市
指
定
の
給
水

装
置
工
事
事
業
者
へ
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

水
道
工
務
課
（
２
５
・
２
３
９
８
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

○
萩
市
民
病
院
事
業
新
改
革
プ
ラ

ン
（
案
）

　

市
で
は
、
国
の
「
新
公
立
病
院

改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」に
基
づ
き
、

市
民
病
院
の
事
業
経
営
の
改
革
に

総
合
的
に
取
り
組
む
「
萩
市
民
病

院
事
業
新
改
革
プ
ラ
ン
」
を
策
定

中
で
す
。
プ
ラ
ン
（
案
）
に
つ
い

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
募

集
し
ま
す
。

■
募
集
期
間　

１
月
15
日
～
２
月

14
日

■
閲
覧
場
所　

市
役
所
本
庁
市
政

情
報
コ
ー
ナ
ー
、
市
民
病
院
事
務

部
、
萩
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

■
提
出
方
法　

市
民
病
院
事
務
部

備
え
付
け
の
意
見
・
提
言
記
入
用

紙
（
萩
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
を
郵
送
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
、
持
参

申
し
込
み

〒
７
５
８
︲
０
０
６
１　

萩
市
椿

３
４
６
０
︲
３　

萩
市
民
病
院

事
務
部
（
２
５
・
１
２
０
０
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
２
５
・
１
２
０
１
、
メ
ー
ル 

soum
u@

hagicvhp.jp

）

平成28年8月～　児童扶養手当額

第１子
全部支給 42,330円

一部支給 42,320円～9,990円

第２子加算額 全部支給　10,000円
一部支給　9,990円～5,000円

第３子以降加算額 全部支給　6,000円
一部支給　5,990円～3,000円

※所得に応じて額が異なります。
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平
成
29
年
度
児
童
ク
ラ
ブ

入
会
児
童

　

平
成
29
年
度
か
ら
新
た
に
入
会

さ
れ
る
方
、
現
在
入
会
中
で
継
続

を
希
望
さ
れ
る
方
、
ど
ち
ら
も
手

続
き
が
必
要
で
す
。

■
対
象
児
童　

仕
事
な
ど
で
放
課

後
に
保
育
で
き
る
方
が
い
な
い
家

庭
の
小
学
生

■
対
象
校　

明
倫
、椿
東
、椿
西
、

白
水
、越
ヶ
浜
、大
井
、三
見
、川

上
、多
磨
、小
川
、む
つ
み
、育
英
、

弥
富
、明
木
、佐
々
並
、福
栄
の
各

小
学
校
、萩
総
合
支
援
学
校

■
開
設
時
間　

月
～
金
曜
日
は
放

課
後
～
午
後
６
時
30
分
、
土
曜
日

と
学
校
の
長
期
休
業
期
間
は
午
前

８
時
～
午
後
６
時
30
分（
日
曜
日
、

祝
日
、
盆
、
年
末
年
始
は
休
み
）

※
萩
総
合
支
援
学
校
は
、
月
～
金

曜
日
は
放
課
後
～
午
後
６
時
、
土

曜
日
と
学
校
の
長
期
休
業
期
間
は

午
前
８
時
～
午
後
６
時

■
負
担
金　

▽
通
年
利
用　

月
額
３
５
０
０
円

▽
長
期
休
業
利
用　

春
休
み
（
４

月
）１
７
０
０
円
、夏
休
み
７
８
０

０
円
、冬
休
み
１
７
０
０
円
、春
休

み
（
３
月
）１
２
０
０
円

※
前
年
度
以
前
の
負
担
金
に
滞
納

が
あ
る
場
合
は
、
入
会
決
定
を
行

い
ま
せ
ん
。

■
申
込
方
法　

２
月
３
日
ま
で

に
、各
児
童
ク
ラ
ブ
、各
対
象
校
、

保
育
園
、認
定
こ
ど
も
園
、市
役
所

本
庁
市
民
総
合
窓
口
、各
総
合
事

務
所
、支
所
・
出
張
所
備
え
付
け

の
申
込
書
に
雇
用
証
明
書
等
（
保

育
園
の
申
し
込
み
で
提
出
さ
れ
た

方
は
省
略
可
）を
添
え
て
提
出

申
し
込
み

子
育
て
支
援
課
（
２
５
・
３
２
５

９
）、
各
総
合
事
務
所
市
民
窓
口

部
門
、
支
所
・
出
張
所

図
書
館
協
議
会
委
員

　

萩
市
立
図
書
館
で
は
、
利
用
者

の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
運
営
を
行

う
た
め
、
提
言
や
助
言
を
い
た
だ

く
協
議
会
を
設
置
し
て
お
り
、
公

募
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
数　

１
人

■
応
募
要
件　

市
内
在
住
で
満
20

歳
以
上
の
方
（
平
成
29
年
４
月
１

日
現
在
）

■
任
期　

４
月
１
日
～
平
成
31
年

３
月
31
日
（
２
年
間
）

■
申
込
方
法　

２
月
３
日
ま
で

に
、萩
市
立
図
書
館
（
萩
・
須
佐
・

明
木
図
書
館
）、各
総
合
事
務
所

地
域
振
興
部
門
備
え
付
け
の
用

紙
（
萩
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）に
住
所
、氏
名
、

年
齢
、電
話
番
号
を
記
入
し
、作
文

「
図
書
館
を
利
用
し
て
感
じ
た
こ

と
」（
８
０
０
字
程
度
）を
添
付
し

て
郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、メ
ー
ル
、持
参

申
し
込
み

〒
７
５
８
︲
０
０
４
１　

萩
市

江
向
５
５
２
︲
２　

萩
図
書

館
（
２
５
・
６
３
５
５
、Ｆ
Ａ
Ｘ

２
５
・
５
２
２
４
、メ
ー
ル hagi_

library@
city.hagi.lg.jp)

奥
萩
あ
ふ
か
む
の
里

開
発
商
品 

展
示
・
試
食
会

　

萩
・
阿
西
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

の
会
員
に
よ
る
、
地
域
資
源
を
活

用
し
た
新
商
品
の
展
示
・
試
食
会

で
す
。

■
と
き　

１
月
27
日
（
金
）
午
後

２
時
～
４
時

■
と
こ
ろ　

旭
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー

■
参
加
料　

無
料

主
催
・
申
し
込
み

１
月
23
日
ま
で
に
、
萩
・
阿
西
商

工
会
（
５
４
・
５
５
０
０
）
へ

　
中
央
女
性
セ
ミ
ナ
ー

レ
ッ
ツ
・
ス
マ
イ
ル
・
フ
ラ
ダ
ン
ス

■
と
き　

２
月
３
日
（
金
）
午
前

10
時
30
分
～
正
午（
受
付
10
時
～
）

■
と
こ
ろ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
講
師　

槌つ
ち
や
ゆ
き
こ

屋
幸
子
（
九
州
ハ
ワ

イ
ア
ン
協
会
認
定
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
）

■
定
員　

10
人
程
度

※
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

■
参
加
料　

無
料

申
し
込
み

１
月
30
日
ま
で
に
、
中
央
公
民
館

（
２
５
・
３
５
９
０
）
へ

前
橋
・
渋し

ぶ
か
わ川
シ
テ
ィ
マ
ラ

ソ
ン
参
加
者

　

友
好
都
市
の
群
馬
県
前
橋
市
で

開
催
さ
れ
る
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
と
き　

４
月
23
日
（
日
）

■
と
こ
ろ　

前
橋
公
園
周
辺

■
種
目　

①
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン（
42
・

１
９
５
㎞
）、②
10
㎞

■
対
象
者　

①
市
内
在
住
の
18
歳

以
上
で
６
時
間
以
内
に
完
走
で
き

る
方
、
②
市
内
在
住
の
15
歳
以
上

■
定
員　

３
人
（
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

■
参
加
料　

無
料　

※
交
通
費
は
参
加
者
負
担
、
大
会

日
の
前
後
２
泊
３
日
の
宿
泊
費
、

食
費
は
前
橋
市
が
負
担
。

■
申
込
方
法　

１
月
31
日
ま
で

に
、
企
画
政
策
課
備
え
付
け
の
申

込
書
に
必
要
事
項
を
明
記
し
提
出

■
主
催　

前
橋
・
渋
川
シ
テ
ィ
マ

ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会

申
し
込
み

企
画
政
策
課
（
２
５
・
３
３
４
２
）

外
国
人
の
た
め
の
日
本
語

講
座
（
冬
期
）

　

萩
市
や
近
郊
の
外
国
人
の
方
が

円
滑
に
生
活
で
き
る
よ
う
、
基
礎

的
な
日
本
語
と
日
本
文
化
を
学
ぶ

た
め
に
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

１
月
18
日
～
３
月
22
日

の
毎
週
水
曜
日
、
午
後
７
時
～
９

時
（
全
10
回
）

■
と
こ
ろ　

市
民
館

■
内
容　

初
級
ク
ラ
ス

■
講
師　

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

■
受
講
料　

１
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
別
途
）

※
外
国
人
に
日
本
語
を
教
え
る
講

師
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
方
を
募
集

し
て
い
ま
す（
資
格
・
経
験
不
問
）。

主
催
・
申
し
込
み

日
本
語
ク
ラ
ブ
萩（
０
９
０
・
７
７

７
８
・
５
７
５
９
）
中
嶋
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健
康
キ
ー
プ
体
操
講
座
受

講
生

■
と
き　

２
月
～
平
成
30
年
１
月

の
毎
週
木
曜
日
（
第
５
木
曜
日
は

休
講
）
▽
第
１
講
座
：
午
前
９
時

～
９
時
50
分
、
▽
第
２
講
座
：
午

前
10
時
～
10
時
50
分
、
▽
第
３
講

座
：
午
前
11
時
～
11
時
50
分

■
講
師　

竹
村
昌ま
さ
ひ
ろ
絋
（
健
康
運
動

指
導
士
）

■
定
員　

各
講
座
と
も
８
人

■
受
講
料　

月
額
３
０
０
０
円

申
し
込
み

サ
ン
ラ
イ
フ
萩（
２
６
・１
３
３
３
）

高
齢
者
虐
待
防
止
研
修
会

　

高
齢
者
虐
待
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、
高
齢
者
や
介
護
者
を
見
守

り
、
共
に
支
え
合
う
地
域
の
あ
り

方
を
考
え
、
住
み
良
い
地
域
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
の
研
修
会
で

す
。

■
と
き　

１
月
29
日
（
日
）
午
後

１
時
30
分
～
３
時
30
分

■
と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
萩

■
内
容　

介
護
川
柳
表
彰
式
、
講

演
、
個
別
相
談

■
演
題　
「
あ
な
た
は
最
晩
年
、

ど
こ
で
誰
に
支
え
て
も
ら
い
ま
す

か
～
昭
和
生
ま
れ
世
代
の
介
護
と

家
族
～
」

■
講
師　

春か
す
が日
キ
ス
ヨ
（
高
齢
社

会
を
よ
く
す
る
女
性
の
会
広
島
代

表
）

■
参
加
料　

無
料

■
主
催　

萩
市
、
萩
市
社
会
福
祉

協
議
会

問
い
合
わ
せ　

萩
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
２
２
・
２
２
８
９
）

地
域
が
ん
公
開
講
座

「
地
域
と
共
に
考
え
る
在
宅

介
護
と
が
ん
診
療
」

■
と
き　

２
月
４
日
（
土
）
午
後

１
時
30
分
～
３
時
30
分

■
と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
萩

■
内
容　
「
病
か
ら
学
ん
だ
人
生
」

▽
陽み
な
み
の
ぶ
た
か

信
孝
（
金
谷
天
満
宮
宮
司
）

「
が
ん
診
療
の
現
状
と
在
宅
緩
和

ケ
ア
」

▽
山
本
達た
つ
ひ
と

人
（
都
志
見
病
院
副
院

長
）

■
聴
講
料　

無
料
（
２
８
０
席
）

問
い
合
わ
せ

医
療
法
人
医
誠
会
都
志
見
病
院

（
２
２
・
２
８
１
１
）

萩
元
気
食
の
会
「
郷
土
料

理
教
室
」

　

市
の
伝
統
的
な
食
文
化
を
地
域

の
宝
と
し
、
共
に
次
世
代
に
伝
え

て
い
く
た
め
の
料
理
教
室
で
す
。

■
と
き　

２
月
10
日
（
金
）
午
前

10
時
～
午
後
１
時

■
と
こ
ろ　

萩
市
保
健
セ
ン
タ
ー

栄
養
指
導
室
・
調
理
実
習
室

■
内
容　

押
し
寿
司
、
あ
ご
の
す

り
な
が
し
、
も
ち
な
ま
す
、
お
や

き
作
り

■
定
員　

25
人
（
先
着
順
）

■
参
加
料　

１
人
５
０
０
円

■
申
込
受
付
開
始
日　

１
月
16
日

■
主
催　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
萩
元
気
食

の
会申

し
込
み

観
光
課
（
２
５
・
３
１
３
９
）

個
別
職
業
相
談
・
適
職
診
断

　

就
職
活
動
の
個
別
相
談
や
適
職

診
断
を
実
施
致
し
ま
す
。

◎
個
別
職
業
相
談

■
と
き　

１
月
19
日
（
木
）、
２

月
16
日
（
木
）
①
午
前
11
時
～
、

②
午
後
１
時
～
、
③
午
後
２
時
～

※
時
間
予
約
制
。

■
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

◎
適
職
診
断

■
と
き　

１
月
25
日
（
水
）、２
月

22
日
（
水
）①
午
後
１
時
～
、②
午

後
１
時
30
分
～
、③
午
後
２
時
～
、

④
午
後
２
時
30
分
～
、⑤
午
後
３

時
～
、⑥
午
後
３
時
30
分
～

※
時
間
予
約
制
。

■
と
こ
ろ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
萩

■
対
象
者　

39
歳
以
下
の
方
で
就

職
活
動
中
の
方

※
相
談
は
無
料
、
守
秘
義
務
は
厳

守
し
ま
す
（
厚
生
労
働
省
・
山
口

県
委
託
事
業
）。

申
し
込
み

ほ
う
ふ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
（
０
８
３
５
・
２
８
・
３
８

０
８
）

ジ
ュ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

教
室

■
と
き　

２
月
４
日
～
25
日
の
毎

週
土
曜
日
（
全
４
回
）
午
前
９
時

30
分
～
11
時
30
分

■
と
こ
ろ　

萩
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー

ク
萩
武
道
館

■
内
容　

基
礎
的
な
技
術
習
得

■
対
象
者　

市
内
の
小
・
中
学
生

■
持
参
品　

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、

現
在
形
の
陶
芸　

萩
大
賞
展
Ⅳ

１
月
29
日（
日
）ま
で

■
観
覧
料　

一
般
５
０
０
円
、
70

歳
以
上
の
方
・
学
生
４
５
０
円
、

18
歳
以
下
は
無
料

◎
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ツ
ア
ー

　

担
当
学
芸
員
に
よ
る
作
品
解
説
。

■
と
き　

１
月
15
日
（
日
）、29
日

（
日
）午
前
11
時
～
正
午

■
と
こ
ろ　

本
館
２
階
展
示
室

※
観
覧
券
が
必
要
。

◆
普
通
展
示

○
浮
世
絵　
「
江
戸
の
神
仏
と
信

仰
」
１
月
29
日
ま
で

○
東
洋
陶
磁　
「
青せ
い
じ磁

の
流
れ
」

１
月
29
日
ま
で

○
陶
芸　
「
陶
質
の
エ
ロ
ス 

十
二

代
三
輪
休
雪
の
世
界
」
３
月
５
日

ま
で

○
陶
芸
・
工
芸　
「
茶ち
ゃ
と
う陶

の
近
現

代
」
１
月
17
日
～
７
月
２
日

○
茶
室　
「
清き
よ
の
こ
う
い
ち

野
耕
一
の
茶
室
」

３
月
26
日
ま
で

■
普
通
展
示
観
覧
料　

一
般
３
０

０
円
、
学
生
２
０
０
円
、
18
歳
以

下
・
70
歳
以
上
は
無
料

■
休
館
日　

月
曜
日
（
祝
日
・
休

日
を
除
く
）、
展
示
替
え
期
間

☎
２
４
・
２
４
０
０

県
立
萩
美
術
館
・

浦
上
記
念
館
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タ
オ
ル
、
飲
み
物

■
参
加
料　

無
料

■
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

■
申
込
方
法　

１
月
31
日
ま
で

に
、
市
民
体
育
館
備
え
付
け
の
申

込
用
紙
を
提
出

主
催
・
申
し
込
み

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
２
５
・
７
３
１
１
）

萩
市
ス
キ
ー
競
技
大
会
・

体
験
会

■
と
き　

２
月
12
日
（
日
）
午
前

９
時
30
分
～
（
午
前
９
時
ま
で
に

現
地
集
合
・
受
付
）

■
と
こ
ろ　

大お
お
さ佐
ス
キ
ー
場
（
広

島
県
）

■
種
目　

大
回
転
、
距
離
競
技

■
種
別　

一
般
男
女
（
男
子
は

Ａ
・
Ｂ
制
）、
高
校
生
男
女
、
中

学
生
男
女
、
小
学
生
男
女
、
シ
ニ

ア
（
60
歳
以
上
）、
体
験
コ
ー
ス

■
参
加
料　
【
競
技
大
会
】
▽
大

回
転
＝
一
般
・
高
校
生
１
０
０
０

円
、
中
学
生
以
下
５
０
０
円
、
▽

距
離
＝
全
種
別
５
０
０
円
、【
体

験
会
】
５
０
０
円
（
い
ず
れ
も
保

険
料
を
含
む
・
現
地
徴
収
）

※
で
き
る
だ
け
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着

用
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
方
法　

１
月
30
日
の
正
午

ま
で
に
、
市
民
体
育
館
備
え
付
け

の
所
定
の
用
紙
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
ま
た
は
、
市
民
体
育
館
へ
持

参
主
催
・
申
し
込
み

萩
市
ス
キ
ー
連
盟（
２
５
・
６
８
０

７ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
）
髙
屋

山
口
県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン

ク
ー
ル
入
賞
作
品
の
展
示

　

統
計
知
識
の
普
及
と
統
計
の
表

現
技
術
の
向
上
を
目
的
と
し
た
、

コ
ン
ク
ー
ル
の
特
選
・
入
選
作
品

19
点
（
う
ち
１
点
が
市
内
小
学
校

の
児
童
の
作
品
）を
展
示
し
ま
す
。

■
と
き　

１
月
20
日
（
金
）
～
29

日
（
日
）
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時

■
と
こ
ろ　

市
民
館
ロ
ビ
ー

■
主
催　

山
口
県
統
計
協
会

問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
課
（
２
５
・
３
４
３
１
）

浜
崎
お
雛
さ
ま
ぼ
ん
ぼ
り

祭
り

　

２
月
３
日
か
ら
開
催
さ
れ
る

「
萩
城
下
の
古
き
雛
た
ち
」
で
、

浜
崎
地
区
で
は
浜
崎
伝
建
地
区
内

５
カ
所
に
約
７
０
０
体
の
お
雛
様

を
展
示
し
ま
す
。
そ
れ
に
先
駆
け

た
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

■
と
き　

１
月
22
日
（
日
）
午
後

１
時
30
分
～
２
時
30
分

■
と
こ
ろ　

浜
崎
伝
建
地
区 

旧

山
村
家
住
宅

■
内
容　

ぼ
ん
ぼ
り
点
灯
式
、
住

之
江
保
育
園
園
児
に
よ
る
踊
り
披

露
、
ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏
、
オ
カ
リ

ナ
演
奏

※
来
場
者
に
は
、
東
洋
美
人
の
酒

粕
で
作
っ
た
甘
酒
の
接
待
。

問
い
合
わ
せ

浜
崎
し
っ
ち
ょ
る
会
ぼ
ん
ぼ
り
祭

り
実
行
委
員
会（
２
２
・０
１
３
３
）

萩
博
物
館

☎
２
５
・
６
４
４
７

萩
・
夏
み
か
ん
物
語

冬
期

企
画
展

４
月
９
日（
日
）ま
で

▼
①
、文
化
初
年（
１
８
０
４
）頃
、

江
向
の
萩
藩
士
、
楢な
ら
ざ
き
じ
ゅ
う
ろ
う
べ
え

崎
十
郎
兵
衛

が
長
門
の
大お
お
ひ
び

日
比
の
友
人
か
ら
贈

ら
れ
た
果
実
か
ら
、
種
を
と
っ
て

蒔
い
た
と
い
う
説

▼
②
、
天
保
４
年
（
１
８
３
３
）、

江
向
の
萩
藩
士
、杉す
ぎ
ひ
こ
う
え
も
ん

彦
右
衛
門
が
、

同
じ
く
大
日
比
か
ら
夏
み
か
ん
の

苗
２
本
を
持
っ
て
帰
り
、
１
本
を

自
分
の
家
に
植
え
、
も
う
１
本
を

堀
内
の
児こ
だ
ま
そ
う
べ
え

玉
惣
兵
衛
に
贈
っ
た
と

い
う
説

▼
③
、
天
保
２
年
（
１
８
３
１
）

の
萩
藩
御
用
商
人
熊く
ま
や谷
家
の
献

立
表
に
「
橙
だ
い
だ
い」
が
あ
り
、
ま
た
、

翌
年
の
初
夏
に
は
庭
先
に
な
っ
た

橙
を
贈
り
物
と
し
て
い
る
こ
と
か

ら
天
保
頃
以
前
か
ら
熊
谷
家
に
は

夏
み
か
ん
の
木
が
植
え
て
あ
っ
た

と
す
る
説

　

お
と
な
り
の
長
門
市
大
日
比
に

は
夏
み
か
ん
の
原
樹
と
さ
れ
る
樹

が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
実
か
苗
が
江
戸
時
代
の
い

ず
れ
か
の
時
期
に
萩
に
も
た
ら
さ

れ
、
植
え
ら
れ
た
と
さ
れ
る
説
が

有
力
で
す
。

※
会
期
中
無
休
。

◆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　

本
展
担
当
の
清
水
統
括
学
芸
員

が
展
示
解
説
を
行
い
ま
す
。

▽
と
き　

２
月
11
日
、３
月
11
日
、

４
月
８
日
（
い
ず
れ
も
土
曜
日
）

午
後
２
時
～

▽
参
加
料　

無
料
（
観
覧
料
は
必

要
）

■上映案内（24時間） ☎２６・６７０６

★年中無休☎２６・６７０５
ツインシネマ上映案内

○八重子のハミング
○スターウォーズ ローグ・ワン
○溺れるナイフ
○マダム・フローレンス 夢見るふたり

○海賊と呼ばれた男

上映中
上映中
上映中

1/28〜2/17
2/4〜

質
問　

小
幡
高
政
さ
ん
が
植
え
始
め

た
夏
み
か
ん
は
、
ど
こ
か
ら
や
っ
て

き
た
の
？

回
答　

い
く
つ
か
説
が
あ
り
ま
す
。

夏みかん物語マスコット
“なつみん”

長門市青海島大日比
の夏みかん原樹
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毎週㊎
まなぼう館でレッツチャレンジ！ 16:30〜 須佐図書館

毎週㊎
ちっちゃなおはなし会 11:00〜 明木図書館
開催中〜1/29㊐
似顔絵・イラスト展 9:00〜 明木図書館

18㊌ としょかん通信をつくろう 15:30〜 明木図書館
25㊌ 草の芽のおはなし会 15:30〜 明木図書館
27㊎ イラスト教室（ダンボールパズル）15:30〜 明木図書館

【休館日】
　須佐図書館：16㊊、18㊌、23㊊、30㊊
　明木図書館：16㊊、23㊊、30㊊

■問い合わせ　健康増進課 ☎ 26-0500、各総合事務所

地域むつみ・福栄
10:00〜福栄保セ
10:00〜福栄保セ

●乳幼児相談（要予約）
　健康づくり教室

18 ㊌
26 ㊍

田万川・須佐 地域

9:30〜弥富公民館
9:30〜田万川保セ

9:30〜須佐保セ
10:00〜田万川保セ

10:00〜須佐保セ
10:00〜小川交流セ

14:00〜須佐保セ

　弥富ウェルネス教室
　健康ちょきん教室
　元気もりもり体操会　
　エアロビクス講座
●すくすく相談・育児学級
　小川もりもり体操
　みんなの健康運動教室

16 ㊊
17 ㊋
19 ㊍
20 ㊎
24 ㊋
27 ㊎

萩健康福祉センター ☎25・2667
24 ㊋
25 ㊌

　心の健康相談（要予約）
　酒害相談（お酒に関する困り事相談）

13:00〜
13:00〜

萩 地域 ※保セ
4 4

は保健センター　●は母子関係の行事

9:30〜倉江公会堂
10:00〜児童館
9:30〜萩市保セ

13:30〜萩市保セ
10:00〜三見公会堂

13:30〜雑式町公会堂
10:00〜萩市保セ

13:30〜江向1区公会堂
10:00〜大井公民館

9:30〜萩市保セ
13:00〜萩市保セ

16 ㊊

19 ㊍

20 ㊎

24 ㊋

25 ㊌
26 ㊍
31 ㊋

　倉江健康教室
●ママ友の会
●10か月児相談
　こころの相談日（要予約）
　三見ソナタ
　雑式町いきいきクラブ
　こころの相談日（要予約）
　江向体操教室
　大井地区健康教室
●5か月児相談
●3歳児健康診査

21㊏
田万川地域 田万川ライオンズクラブ杯中学校
バレーボール大会　　　　　 9:00〜田万川体育館
福栄地域 福栄武道大会　　　　　9:30〜福栄体育館

22㊐
萩市スポーツ少年団駅伝競走大会

10:00〜萩ウェルネスパーク
むつみ地域 新春ふれあいボウリング大会

13:30〜ユーズボウル萩
23㊊ 福栄地域 卓球の集い（〜26日）19:30〜福栄体育館ほか
27㊎ 福栄地域 卓球の集い納め大会　　18:30〜福栄体育館

29㊐
新春ゲートボール大会 9:00〜萩甲子園球場
萩市民卓球選手権大会　 9:00〜萩武道館

9:30〜川上保セ
13:00〜旭マルチメディアセ

10:00〜旭活性化セ

　川上運動教室　
●乳幼児健康診査
　あさひ健康運動教室

16 ㊊
19 ㊍
24 ㊋

地域川上・旭

◆萩幼稚園（22･0775）
17㊋ 未就園児開放日「ひよこ組」

※自由遊び、パネルシアター、紙芝居など 9:30〜11：30

◆萩光塩学院幼稚園（22･2019）

18㊌
未就園児への園舎開放日「てんし組」
※自由遊び、リズム体操、手遊び、ペープ
サート、パネルシアター、親子ヨガなど

10:00〜11：30

25㊌
未就園児への園舎開放日「てんし組」
※自由遊び、リズム体操、手遊び、ペープ
サート、パネルシアター

10:00〜11：30

◆児童館（25･1025）　休館日：毎週火曜日
毎週㊌、㊏ 子育てアドバイス 10:00〜17:00
毎週㊍ 子育てアドバイス 10:00〜14:00
毎週㊊、㊎ おはなしの森（子ども図書館） 11:00〜
毎週㊏ おはなし会おひさま（子ども図書館） 14:30〜
18㊌ 元気な時にかかる医者 10:30〜11:30

19㊍ 子育て応援講座「親子リトミック」
（参加料：無料、要申込） 10:30〜11:30

21㊏ うどん作り（定員：20人、参加料：200円、
持参物：エプロン、三角巾、マスク、お茶） 10:00〜13:00

22㊐ 卓球教室（持参物：室内シューズ） 10:30〜12:00

25㊌ 国際交流員ティリーとあそぼ
（子ども図書館） 16:00〜

26㊍ 子育て相談 10:30〜11:30
27㊎ だんすダンス！ 19:00〜20:00
28㊏ 卓球教室（持参物：室内シューズ） 10:30〜12:00

29㊐ プラバン工作（定員：50個分、参加料：
1個30円） 13:30〜16:00

◆子ども発達支援センター からふる（22･2877）
17㊋、24㊋、31㊋ おもちゃ図書館開館日 10:00〜15:00

17㊋ 絵本の読み聞かせ
「ガタンゴトンの会」 11:00〜11:30

24㊋ 発達相談日 11:30〜15:00
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情報カレンダー日月火水木金土
62 3 4 5 7

98 11 12 13 14
17

2324
15 1920 2118
22 27 2826
16

30 3129
25

10
1

■当番医が緊急やむを得ず変わった場合
消防テレホンサービス（☎ 25・7474）、萩・阿武健康ダイヤル24で確認してください。

阿北地区
休日当番医
AM8:30〜PM５：30

22日㊐
29日㊐

休日急患診療セ
休日急患診療セ

26・1397
26・1397

※阿北地区（萩地域以外）

24 時間年中無休。
☎ 0120・506・322

（通話料・相談料無料）

萩・阿武

●萩市主催・共催の行事 夜 間 ・ 休 日 当 番 医

16㊊
●人権相談 （10:00〜/小川交流センター）外科 萩市民（椿） 25･1200

内科 市原（塩屋町） 22・0184

17㊋
○心配ごと相談　　　　　　　 （13:30〜/総合福祉センター）外科 大藤（椿） 21・0002

内科 中嶋（今古萩町） 22・2206

18㊌
○年金出張相談 （10:00〜/田万川総合事務所）外科 花宮（平安古町） 25･8738

内科 中坪（今魚店町） 22・5430

19㊍
●行政相談 外科 田町（東田町） 24・1234

（10:00〜/むつみコミュニティセンター、13:00〜/むつみ農村環境改善センター）内科 藤原（土原） 22・0781

20㊎
●人権相談・行政相談 （10:00〜/須佐総合事務所）外科 めづき（土原） 22・2248

内科 萩慈生（玉江） 25・6622

21㊏
●文化財防火デー 消防訓練 （9:30〜/萩城跡）外科 萩むらた（今古萩町）25･9170

内科 みやうち（椿） 25・2500

22㊐
●萩市スポーツ少年団駅伝競走大会 （10:00スタート/萩ウェルネスパーク） 内科（外科）・歯科

休日急患診療センター（椿）26・1397

23㊊
外科 玉木（瓦町） 22･0030
内科 わたぬき（東浜崎町）25・2020

24㊋
○心配ごと相談　　　　　　　 （9:30〜/福栄コミュニティセンター）外科 萩市民（椿） 25･1200
●子ども・若者支援公開講座 （13:30〜/市民館小ホール）内科 柳井（橋本町） 22・0748

25㊌
●無料法律相談 （10:00〜/市役所）外科 兼田（吉田町） 22・1113

内科 全真会（玉江浦） 22・4106
小児科 いわたに（椿東） 24・2100

26㊍
●行政相談 （13:30〜/川上公民館）外科 大藤（椿） 21・0002

内科 市原（塩屋町） 22・0184

27㊎
外科 花宮（平安古町） 25･8738
内科 波多野（堀内） 25・2788

28㊏
外科 かわかみ（椿東） 21・7538
内科 中坪（今魚店町） 22・5430

29㊐
○高齢者虐待防止研修会 （13:30〜/サンライフ萩） 内科（外科）・歯科

休日急患診療センター（椿）26・1397

30㊊
外科 都志見（江向） 22・2811
内科 藤原（土原） 22・0781

31㊋
○心配ごと相談　　　　　　　 （13:30〜/総合福祉センター）外科 玉木（瓦町） 22･0030

内科 中嶋（今古萩町） 22・2206

  1㊌

2 ㊍

2

16 →31日 日

月１

※小児科は、25日以外内科で対応します。
※日曜日・祝日の外科は休日急患診療センターで対応します。
※月〜金曜の夜間当番は、午後５時〜翌朝８時
　土曜の当番は、正午〜翌朝８時
　日曜・祝日の当番（休日急患診療センター）は、
　午前９時〜午後４時、午後５時〜翌朝８時
　歯科は午前９時〜正午、午後１時〜３時
※救急医療は急患のためのものです。
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■人の動き（平成28年12月末日）
人口／49,772人（前月−36）
男／22,889人（前月比−17） 女／26,883人（前月比−19）
世帯数／23,896世帯（前月比−23） 出生／32人  死亡／65

お誕生おめでとう
赤ちゃん 保護者 住　所

慶弔だより

本人または親族の方の承認を得たもののみ掲載しています。（敬称略）
※12月16日～12月27日受付分

お悔やみ申し上げます
氏　名 年　齢 住　所死亡日

ご結婚おめでとう
夫の氏名 妻の氏名 住　所

　諱
いみな

は春
はる

風
かぜ

、字は暢
ちょうふ

夫。長州藩士（大組士・200 石）、高
杉小

こ ち ゅ う た

忠太の長男として生まれます。藩校明
めい

倫
りん

館
かん

に学び、
安
あんせい

政元年（1854）には江戸で黒船騒動を体験します。
　安政４年、松下村塾に入り頭角を表し、久

く

坂
さか

玄
げん

瑞
ずい

と並
び「松

しょうもん

門の竜
りゅうこ

虎」と称されます。文
ぶんきゅう

久元年（1861）、藩
主世

せ い し

子（世継ぎ）の小
こ

姓
しょう

役
やく

として初出仕。同2 年、藩命
により上海へ渡航し、アヘン戦争後の欧米列強の支配
を受ける中国の実情を見て危機感を抱きます。
　同年12 月には久坂や井

いの

上
うえ

馨
かおる

らと、品川御
ご

殿
てん

山
やま

に建設
中の英国公使館を焼き打ちします。文久3 年3 月、藩に
意見が聞き入れられず、京都で剃

てい

髪
はつ

、10 年の暇
いとま

を貰
もら

い
東
とう

行
ぎょう

と号して萩で隠棲。同年5 月、藩が関門海峡で攘
じょう

夷
い

を決行すると再び登用され、下関防御を任されます。6
月には、身分を問わず志がある者なら誰もが入隊できる
軍隊として「奇

き

兵
へい

隊
たい

」を結成、総督となります。
　幕府に従う、いわゆる「俗論派」といわれる藩政府
を打倒すべく、元治元年（1864）12 月、遊

ゆう

撃
げき

隊
たい

などを
率いて下関で挙兵。大

おお

田
だ

・絵
え

堂
どう

の内戦を経て、藩論を
「武

ぶびきょうじゅん

備恭順」に統一させました。
　慶

けい

応
おう

2 年（1866）に始まった、幕長戦争（四境戦争）
では幕府軍を各所で撃破します。しかし、小

こ

倉
くら

口
ぐち

での戦
いに勝利した後、結核が悪化して下関で没します。

高 杉 晋 作
今年は晋作没後150年

【生没年】　1839 年～ 1867 年（天保 10 ～慶応 3）
【享　年】　29 歳
【誕生地】　長門国萩菊屋横町（萩市）
【墓　所】　萩市椿東（護

ご こ く さ ん

国山団子岩）、下関市吉田（東行
庵）、下関市上

かみしんちちょう

新地町（桜山神社）、京都市東山区（霊
りょうぜん

山墓地）

萩・幕末維新
人物ものがたり

⑩

新成人の門出、晴れやかに
一足早い成人式

　１月２日、市民館で成人式が行われ、383 人の
新成人が出席しました。色鮮やかな振り袖姿などで
賑わう会場では、久しぶりの再会を喜び、記念撮影
を楽しんでいました（詳しくは２・３ページに掲載）。
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